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平
成
28
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
4

月
1
日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
、
主
幹
級
以

上
の
職
員
と
新
規
採
用
職
員
を
前
に
津
谷

市
長
が
訓
示
を
行
い
ま
し
た
。

　
津
谷
市
長
は
『
第
２
次
北
秋
田
市
総
合

計
画
』の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
な
る『
北

秋
田
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
』
に
ふ
れ
「
産
業
振
興
に
よ
る
仕
事

づ
く
り
、移
住
・
定
住
対
策
、少
子
化
対
策
、

新
た
な
地
域
社
会
の
形
成
、
こ
の
４
つ
の

基
本
目
標
を
具
現
化
し
、
成
果
指
標
を
達

成
し
て
い
く
た
め
の
重
要
な
年
」
と
述
べ
、

特
に
『
観
光
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
振

興
』
の
達
成
に
重
点
を
置
き
、
産
業
部
を

増
員
。「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
秋
田
２
０
１

７
の
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
大
会
」
開
催
地
と

し
て
、
大
会
の
成
功
を
目
指
し
て
増
員
し

た
な
ど
、
重
点
施
策
遂
行
に
向
け
た
人
事

配
置
に
努
め
た
こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
産
業
振
興
に
つ
い
て
「
北
秋

田
市
に
魅
力
を
感
じ
て
、
北
秋
田
ブ
ラ
ン

ド
と
し
て
全
国
に
売
り
込
も
う
と
い
う
新

た
な
企
業
の
進
出
や
、
農
業
の
６
次
産
業

化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
人
々
、

伝
統
行
事
を
復
活
さ
せ
て
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
集
落
、
地

域
資
源
を
大
い
に
発
信
し
よ
う
と
多
種
多

様
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
移
住
者
の
方
々
、

中
心
市
街
地
と
商
店
街
活
性
化
に
取
り
組

む
若
手
商
店
主
た
ち
な
ど
『
自
分
た
ち
の

力
で
街
を
変
え
て
い
こ
う
、
活
性
化
し
て

い
こ
う
』
と
い
う
頼
も
し
い
新
た
な
力
が

芽
生
え
て
い
る
。
行
政
は
、
こ
の
芽
が
大

き
く
育
ち
成
功
さ
せ
る
よ
う
、
懸
命
に
努

力
し
て
い
る
人
た
ち
に
、
で
き
る
限
り
の

応
援
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
強
調
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
「
全
員
が
力
を
合
わ
せ
、
責
任

あ
る
行
政
運
営
に
取
り
組
み
、
市
民
が
こ

の
ま
ち
に
住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き

る
北
秋
田
市
を
一
緒
に
作
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

年
度
始
め
の
市
長
訓
示

住
ん
で
良
か
っ
た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
に

◇
３
月
16
日
〜
４
月
15
日

市
長
ダ
イ
ア
リ
ー

▽
鷹
巣
小
学
校
卒
業
式（
同
校
）

▽
明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
秋
田
県
県
北
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
黄
色
い

帽
子
贈
呈（
本
庁
舎
）

▽
超
小
型
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
パ
ッ
ケ
ー
ジ
実
稼
動
に
向
け
た
記
者
会

見（
本
庁
舎
）

▽
北
秋
田
市
立
鷹
巣
西
小
学
校
閉
校
式（
同
校
体
育
館
）・
閉
校
記
念
碑

除
幕
式（
同
校
前
庭
）▽
鷹
巣
西
小
学
校
の
思
い
出
を
語
る
会（
ホ
テ
ル

松
鶴
）▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
ス
キ
ー
部
第
65
回
全
国
高
等
学
校
ス

キ
ー
大
会
女
子
総
合
優
勝・女
子
リ
レ
ー
優
勝・男
子
リ
レ
ー
準
優
勝
祝

賀
パ
レ
ー
ド
セ
レ
モ
ニ
ー
／
祝
賀
会（
鷹
ノ
巣
駅
前
／
中
央
公
民
館
）

▽
能
代
市
制
施
行
10
周
年
記
念
式
典（
能
代
市
）

▽
平
成
28
年
北
秋
田
市
議
会
３
月
定
例
会
本
会
議（
議
事
堂
）

▽
平
成
27
年
度
Ｊ
Ａ
鷹
巣
町
臨
時
総
代
会（
文
化
会
館
）

▽
北
秋
田
市
卓
球
協
会
創
立
10
周
年
記
念
祝
賀
会（
ホ
テ
ル
松
鶴
）

▽「
北
秋
田
市
警
察
情
報
の
住
民
提
供
等
に
関
す
る
協
定
」締
結
調
印

式（
本
庁
舎
）▽
定
例
記
者
会
見（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
市
下
水
道
事
業

運
営
審
議
委
員
会
委
嘱
状
交
付（
本
庁
舎
）

▽
退
職
者
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
秋
田
県
信
用
組
合
と
の
地
方
創

生
包
括
連
携
協
定
締
結（
本
庁
舎
）

▽
定
期
人
事
異
動
辞
令
交
付
式（
本
庁
舎
）▽
年
度
始
め
の
市
長
訓
示

及
び
新
規
採
用
職
員
紹
介（
本
庁
舎
）▽
北
秋
田
障
害
者
就
業
・
生
活

支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
式（
同
所
）

▽
北
秋
田
市
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
実
行
委
員
会（
本
庁
舎
）

▽「
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
」北
秋
田
地
区
総
決
起
集
会（
北
欧
の

杜
公
園
）▽
秋
田
北
鷹
高
等
学
校
入
学
式（
同
校
）

▽
鷹
巣
小
学
校
入
学
式（
同
校
）▽
鷹
巣
中
学
校
入
学
式（
同
校
）

▽
元
鷹
巣
町
消
防
団
分
団
長
故
出
川
恒
男
氏
死
亡
叙
勲
伝
達
式（
本
庁
舎
）

▽
第
1
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会（
本
庁
舎
）▽
北

秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施

設
建
設
工
事
起
工
式（
同
所
）▽
市
役
所
職
員
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ（
本

庁
舎
周
辺
）

▲新年度にあたり、主幹級以上の職員ら
を前に津谷市長が訓示

３
月
16
日（
水
）

17
日（
木
）

18
日（
金
）

19
日（
土
）

21
日（
月
）

22
日（
火
）

25
日（
金
）

26
日（
土
）

28
日（
月
）

31
日（
木
）

４
月
1
日（
金
）

５
日（
火
）

６
日（
水
）

７
日（
木
）

12
日（
火
）

15
日（
金
）

北
秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
建
設
工
事
起
工
式

工
事
の
安
全
を
祈
願

持
続
可
能
な
公
共
交
通
網
を
目
指
し
て

　
北
秋
田
市
ク
リ
ー
ン
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン

タ
ー
エ
ネ
ル
ギ
ー
回
収
推
進
施
設
建
設
工

事
起
工
式
が
、
４
月
15
日
に
坊
沢
字
大
野

宮
後
地
内
（
現
稼
働
施
設
隣
接
地
）
で
行

わ
れ
、
関
係
者
ら
約
40
人
が
工
事
の
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
現
施
設
は
、
平
成
２
年
か
ら
稼
働
し
て

お
り
、
焼
却
炉
等
の
耐
用
年
数
が
経
過
し
、

老
朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
し
い
施

設
を
整
備
す
る
も
の
で
す
。

　
新
施
設
に
は
、
1
日
16
時
間
運
転
で
25

ト
ン
処
理
で
き
る
流
動
床
式
焼
却
炉
を
2

基
設
置
し
ま
す
。
新
し
く
採
用
さ
れ
た
流

動
床
炉
は
、
流
動
状
態
の
熱
砂
か
ら
ご
み

第
1
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性
化
協
議
会

に
熱
が
伝
達
さ
れ
、
ご
み
の
乾
燥
、
ご
み

の
ガ
ス
化
、
ガ
ス
の
燃
焼
と
い
う
過
程
を

と
り
ま
す
。
炉
床
単
位
面
積
当
た
り
の
処

理
能
力
が
大
き
い
、
局
部
的
な
高
熱
部
や

低
温
部
が
発
生
し
な
い
、
砂
が
熱
を
蓄
積

す
る
た
め
急
熱
急
冷
を
避
け
る
こ
と
が
で

き
る
な
ど
の
特
徴
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
式
典
は
、
建
設
現
場
に
仮
設
さ
れ
た
テ

ン
ト
で
神
事
な
ど
が
行
わ
れ
、
津
谷
市
長

が
く
わ
入
れ
や
玉
串
奉
て
ん
し
、
来
賓
や

地
元
自
治
会
長
、
施
工
関
係
者
ら
と
工
事

の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　
式
典
の
あ
と
、津
谷
市
長
は「
新
施
設
は
、

最
新
の
技
術
を
駆
使
し
て
、
廃
棄
物
を
安

定
的
か
つ
効
率
的
に
処
理
す
る
こ
と
に
よ

り
、
発
生
す
る
焼
却
残
さ
を
減
ら
し
、
最

終
処
分
場
の
延
命
を
可
能
に
す
る
ほ
か
、

施
設
で
発
生
す
る
熱
を
場
内
の
暖
房
や
給

湯
に
有
効
活
用
で
き
る
。
当
市
が
循
環
型

社
会
の
構
築
を
目
指
す
中
に
あ
っ
て
、
大

変
大
き
な
役
割
を
担
う
施
設
で
あ
り
、
心

か
ら
期
待
し
て
い
る
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ

を
し
ま
し
た
。

　
工
期
は
、
平
成
30
年
3
月
30
日
ま
で
。

新
施
設
の
竣
工
前
に
、
試
運
転
な
ど
を
繰

り
返
し
、
平
成
30
年
4
月
か
ら
の
供
用
開

始
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
第
１
回
北
秋
田
市
地
域
公
共
交
通
活
性

化
協
議
会
が
、
４
月
15
日
に
市
役
所
本
庁

舎
で
行
わ
れ
、
今
年
度
の
事
業
計
画
や
予

算
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
平
成
20
年
度
に
「
地
域
公
共

交
通
会
議
」
を
設
置
し
、
生
活
交
通
確
保

の
た
め
路
線
バ
ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運

行
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
人
口
減
少

等
に
よ
り
利
用
者
は
激
減
し
て
い
る
ほ
か
、

様
々
な
移
動
手
段
が
混
在
し
て
い
る
な
ど
、

多
く
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。

 　
今
回
、
設
置
し
た
「
地
域
公
共
交
通

活
性
化
協
議
会
」
は
、
市
、
バ
ス
事
業
者
、

ハ
イ
ヤ
ー
協
会
、
各
地
区
の
住
民
代
表
者
、

警
察
署
な
ど
で
構
成
。
既
存
の
地
域
公
共

交
通
会
議
に
、
地
域
公
共
交
通
の
活
性
化

及
び
再
生
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
「
法

定
協
議
会
」
と
し
て
の
機
能
を
追
加
し
、

組
織
を
発
展
さ
せ
た
も
の
で
、
主
な
変
更

点
と
し
て
は
、
協
議
会
の
名
称
の
ほ
か
、

会
長
を
北
秋
田
市
長
が
務
め
る
こ
と
、「
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
」
の
策
定
や
事

業
の
実
施
が
可
能
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
の
日
の
協
議
会
で
は
、
津
谷
市
長
が

「
近
年
の
急
激
な
少
子
高
齢
化
、
利
用
者

が
選
択
す
る
移
動
手
段
の
変
化
に
よ
り
、

公
共
交
通
の
維
持
に
困
難
が
生
じ
て
お
り
、

よ
り
効
率
的
で
持
続
可
能
な
公
共
交
通
網

の
再
構
築
が
必
要
。
協
議
会
で
は
行
政
や

運
行
事
業
者
は
も
ち
ろ
ん
、
利
用
者
や
地

域
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
公
共
交
通
の
在

り
方
を
協
議
し
な
が
ら
施
策
を
展
開
す
る

た
め
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
な
ど
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
議
事
に
入
り
、
事
務
局
か
ら

平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が

提
案
さ
れ
ま
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
協

議
会
の
開
催
予
定
や
実
証
運
行
の
実
施
、

計
画
に
対
す
る
市
民
の
意
見
募
集
を
す
る

こ
と
な
ど
が
提
案
さ
れ
、
原
案
の
と
お
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

▲実証運行の計画などが承認された、地
域公共交通活性化協議会

▲新クリーンリサイクルセンター竣工に
向けて、玉串奉てんなどを行った起工式
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